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業 績予想の修正に関するお知らせ  

 平成 25年 5月 8 日の決算発表時に公表しました平成 26年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想（連結

及び個別）及び平成 26 年 3 月期の業績予想（連結及び個別）を下記のとおり修正いたしますので、お知

らせいたします。 

記 

 

１． 平成 26年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 25年 9月 30日） 

                                              （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 68,400 1,800 1,100 300 3 円 69銭 

今回修正予想（Ｂ） 72,500      3,000 3,200 1,800 22円 16銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 4,100       1,200 2,100 1,500  

増 減 率  （％） 6.0      66.7 190.9 500.0  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 25年 3月期第 2四半期） 69,694      2,57722,577 2,2,550 2,1,244 15円 32銭 

平成 26年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日） 

                                                                           （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 135,900 4,300 3,200 1,300 16円 00銭       

今回修正予想（Ｂ） 143,000      5,500 4,500 2,200 27円 08銭       

増 減 額（Ｂ－Ａ） 7,100       1,200 1,300 900            

増 減 率  （％） 5.2      27.9 40.6 69.2         

（ご参考）前期実績 

（平成 25年 3月期） 
136,149      4,179 3,666 1,624 20円 00銭 



（参考） 

平成26年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

                                                                           （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 55,300 1,100 700 8 円 62銭 

今回修正予想（Ｂ） 58,400      2,100 1,300 16円 00銭       

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,100       1,000 600            

増 減 率  （％） 5.6      90.9 85.7         

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 56,980      1,22,055 1,211,219  15円 01 銭       

 

平成26年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

                                              （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 110,200      2,600 1,500 18円 47銭 

今回修正予想（Ｂ） 115,500      3,600 2,300 28円 31銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,300        1,000  800  

増 減 率  （％） 4.8       38.5  53.3  

（ご参考）前期実績 

（平成 25年 3月期） 
110,675      2,768 1,568 19円 31銭 

２． 修 正 の 理 由       

当第 2四半期累計期間における業績予想（連結及び個別）については、国内線航空旅客数及び訪日外国人旅

客数が当初予想を上回り推移したことに加え円安の効果もあり、商品売上を中心として売上高が予想を上回る

見込みとなり、利益についても売上高の伸び等により、前回発表予想数値を上回る見込みとなりました。 

 

通期（連結及び個別）においては、引き続き国内線航空旅客数及び訪日外国人旅客数が堅調に推移すること

が見込まれ、売上高、利益ともに上期の好調な業績を反映し、前回発表予想数値を上回る見込みとなりました

ので修正いたします。 

 

※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の 

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                               以 上 


